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三沢市地域公共交通会議 会議録 
会議名称 令和３年度 第１回会議 

開催日時 令和３年５月２６日（水）１３時３０分～１４時２０分 

場  所 三沢市総合社会福祉センター２階 ホール 

出 席 

者 

会 長 小渡 章好 副会長 河村 一典 監 事 山内 修一 

監 事 沼田  巌 委 員 橘  イト 委 員 内藤 祐次 

委 員 長内  誠 委 員 古川 達夫 委 員 蛯名和也(代) 

委 員 村川信明（代） 委 員 向中野 貢 委 員 佐々木 亮 

委 員 吉村 聖毅 委 員 篠田 浩一 委 員 松橋 一典 

オブザーバー 小山内 一弘     

事務局 三沢市：坂岡参事兼課長、和田課長補佐、古川係長、中村主査、門馬主事 

会議次第 

１ 開  会 

２ 会長挨拶 

３ 委員紹介 

４ 議  事 

・議案第１号 令和２年度事業報告及び収支決算 

・議案第２号 令和３年度事業計画（案）及び収支予算（案） 

５ 閉  会 

会議の経過及び審議結果（概要） 

１ 開  会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 委員紹介 

 

４ 議  事 

   

・議案第１号 令和２年度事業報告及び収支決算 

   事務局から説明し、監事より監査報告がなされた。 

   異議等なく、原案のとおり承認する。 

 

  ・議案第２号 令和２年度事業計画（案）及び収支予算（案） 

   事務局から説明する。 
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向中野委員：自家用有償旅客運送について、過疎地帯で公共交通がないところで認められ

るものであり、三沢市に関してはタクシーも１００台以上あり、バスの路線

も大体網羅されている。そのため三沢市での自家用有償旅客運送は問題があ

るのではないかと思う。 

   事 務 局：あくまで国のガイドラインに沿ったもので、まず地域特性に置き換えて今後

検討していき、場合によってどこの事業者に頼めばいいか検討しながら進め

ていきたいと思う。 

 

   長 内 委員：地域公共交通計画（マスタープラン）について、三沢市は平成２７年度に三

沢市地域公共交通網形成計画を策定しているが、計画期間は既に終わってい

るのか。 

   事 務 局：現行の計画である三沢市地域公共交通網形成計画については、平成２８年４

月から令和３年３月までが実施計画年度となる。したがって令和３年４月以

降は一旦計画期間満了ということになる。昨年度中に国の方で新たなマスタ

ープランの創設という情報があったため、網形成計画を更新しつつ１年程で

新たな計画を立てることになるため、計画の更新を見送っていたものです。 

   長 内 委員：三沢市地域公共交通網形成計画は一旦終了するということでよろしいか。そ

の点について確認した理由は、三沢市地域公共交通網形成計画が生きている

場合であっても、３年程度みなし期間があるため、新しい計画を急いで策定

する必要がないからである。しかし計画期間が満了しているのであれば、新

たな計画策定が必要である。 

   小 渡 会長：予算が大きく増えている背景には、地域公共交通計画策定業務があるからと

いうことでよろしいか。 

   事 務 局：会長の仰る通り、公共交通体系検討事業が増えているのは、地域公共交通計

画策定作業ということで計上しているからである。 

   小 渡 会長：スケジュールでは受託者の選定を今月から７月までの間に行って、８月から

調査に入るということでよろしいか。 

   事  務  局：スケジュールについて説明が不足していた。平成２７年度に三沢市地域公共

交通網形成計画で策定していたスケジュールでいうと業者選定にプロポーザ

ルを実施しており、次回の会議では業者選定及び審査の方向性を諮りたいと

思う。事業者（コンサル）が決まった後に調査を進めて、本会議の意見を聞く

のが１０月頃、その後取りまとめて素案にして意見を頂くのが１月で、パブ

リックコメントを開始して、本計画として再度諮る流れとなる。 

    

内 藤 委員：昨年度の中学生向けモビリティ・マネジメントについて、資料２にあるよう

に１年間でかかる交通費がとても高い。私はみーばすは一律料金だと思って

いたが、各区間で料金は変わっていくのか。 

   事 務 局：通学の場合は、三沢市街地を走るコミュニティバスと市街地以外を走る路線

バスを使うことになる。以前は１００円バスと呼ばれていたみーばすは、昨
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年４月から公共交通の維持のため運賃が１００円から１５０円に変更され、

三沢公共交通ガイドマップに緑でかめバス１５０円区間とあるように一律料

金である。その路線から外れた区間に関しては距離制となる。また路線バス

には十和田観光電鉄の時刻表にあるような市区町村を跨ぐ路線もあり、路線

によって国や県に支援を受けているものや市区町村で走らせている路線もあ

り費用が違ってくる。 

   内 藤 委員：子ども達のことを考えると、朝と夕方など学生が多く使う時間帯は定額であ

れば保護者にとってもいいと思う。今後少しでも配慮がされるとうれしい。 

   

 異議等なく、原案のとおり承認する。 

 

５ 閉  会 

    


